
第 2278 号 市　報 に　　い　　が　　た 平成 22 年 10 月 24 日 （2）

市役所・区役所への郵便物は、「〒○○○-○○○○　新潟市役所（△区役所）××課」で届きます。本文中の□申は申し込み、□問は問い合わせ

ま
し
た
。
各
部
門
の
入
賞
者

は
次
の
通
り
で
す（
敬
称

略
）。

□
小
説

文
学
賞　

早
乙
女
友
紀（
東

区
物
見
山
４
） 

▽
奨
励
賞　

新
堂
恵
一（
胎
内
市
）、
佐
野

靖
法（
中
央
区
天
神
２
）、
佐

藤
紫
寿（
中
央
区
紫
竹
１
）▽

佳
作　

遠
野
哲（
東
区
中
山

８
）、
小
竹
聡（
東
区
中
島

２
）、
清
水
隆
子（
南
区
白

根
）、
渡
辺
幸
栄（
西
区
青
山

５
）、
立
花
遥
佳（
中
央
区
川

端
町
３
）、
う
す
た
し
げ
ゆ

き（
西
区
真
砂
２
）▽
青
春
大

賞　

若
月
光
星（
中
央
区
鳥

屋
野
）▽
青
春
奨
励
賞　

石

井
二
葉（
西
蒲
区
三
方
）▽
青

春
の
部
佳
作　

関
本
稀
依

（
南
区
上
下
諏
訪
木
）

□
詩

文
学
賞　

荒
木
雅
也（
中
央

区
天
神
２
）▽
奨
励
賞　

藤

洋
子（
東
区
牡
丹
山
３
）▽
佳

作　

川
瀬
美
優
喜（
南
区
白

根
水
道
町
）、
平
野
加
代
子

（
江
南
区
五
月
町
２
）、
小
次

郎（
中
央
区
上
所
１
）、
二
見

雄
典（
中
央
区
汐
見
台
）▽
青

春
大
賞　

相
澤
知
里（
中
央

区
下
大
川
前
通
２
）▽
青
春

奨
励
賞　

五
十
嵐
倭
子（
秋

葉
区
割
町
）▽
青
春
の
部
佳

作　

抹
茶（
西
区
笠
木
）

□
短
歌

文
学
賞　

小
林
裕
子（
中
央

区
二
葉
町
３
）▽
奨
励
賞　

南
場
愛
子（
江
南
区
船
戸
山

４
）、
中
原
優
子（
中
央
区
浜

浦
町
２
）▽
佳
作　

大
橋
文

子（
東
区
江
南
６
）、
石
田
眞

利
子（
中
央
区
沼
垂
西
２
）、

阿
部
弘（
西
区
亀
貝
）、
坪
谷

雅
博（
江
南
区
木
津
２
）、
石

本
七
夫（
東
区
大
形
本
町
５
）

▽
青
春
大
賞　

遠
藤
奏（
南

区
大
郷
）▽
青
春
奨
励
賞　

松
崎
利
耶（
中
央
区
西
大
畑

町
）▽
青
春
の
部
佳
作　

大

澤
ひ
か
る（
内
野
中
学
校
）、

古
俣
悠
奈（
同
）

□
俳
句

文
学
賞　

坂
井
隆
思（
秋
葉

区
新
保
）▽
奨
励
賞　

早
川

忠
男（
中
央
区
女
池
３
）、
小

柳
恵
子（
北
区
太
田
）▽
佳
作

阿
波
椿（
東
区
新
岡
山
２
）、

伊
藤
敏（
西
区
真
砂
２
）、
山

田
彦
德（
秋
葉
区
小
須
戸
）、

阿
部
慧
美（
中
央
区
八
千
代

１
）、
蒼
井
そ
ら（
西
区
坂
井

砂
山
２
）▽
青
春
大
賞　

渡

辺
愛
美（
江
南
区
曽
野
木
２
）

▽
青
春
奨
励
賞　

後
藤
明
希

（
白
新
中
学
校
）▽
青
春
の
部

佳
作　

玉
木
優
菜（
新
津
第

一
中
学
校
）

□
川
柳

文
学
賞　

金
田
よ
し
を（
東

区
新
石
山
３
）▽
奨
励
賞　

今
井
旺
波（
南
区
鯵
潟
）、
斎

藤
美
晴（
中
央
区
関
屋
田
町

１
）▽
佳
作　

池
谷
信
子（
西

区
小
針
５
）、
加
藤
ト
シ（
中

央
区
中
大
畑
町
）、
宮
村
桂

路（
中
央
区
沼
垂
東
５
）、
豊

野
ト
ミ
子（
東
区
中
野
山

６
）、き
そ（
西
区
五
十
嵐
１
）

□
児
童
文
学

文
学
賞　

津
田
明
子（
中
央

区
川
端
町
２
）▽
奨
励
賞　

新
堂
恵
一
▽
佳
作　

蒼
井
そ

ら
▽
青
春
奨
励
賞　

清
水
遥

（
西
区
と
き
め
き
西
）

□
随
筆

文
学
賞　

土
屋
優
子（
西
区

坂
井
砂
山
２
）▽
奨
励
賞　

上
野
健
夫（
西
区
五
十
嵐

西
）、
小
山
田
か
を
り（
中
央

区
関
屋
恵
町
）▽
佳
作　

安

田
悦
子（
東
区
東
中
野
山

１
）、糸
田
暁
生（
東
区
寺
山
２
）

□
コ
ン
ト

文
学
賞　

池
谷
信
子
▽
奨
励

賞　

風
知
直（
中
央
区
旭
町

通
２
）、上
杉
小
翠（
長
岡
市
）

▽
佳
作　

新
鳥
星
美
恵（
東

区
逢
谷
内
１
）、
豊
崎
キ
ヨ

（
中
央
区
小
張
木
３
）、
大
久

保
光
子（
西
区
坂
井
東
４
）、

竜
あ
き
ら（
中
央
区
関
屋
恵

町
）、
物
野
端
純（
江
南
区
丸

潟
１
）▽
青
春
大
賞　

丸
井

大
樹（
中
央
区
上
近
江
２
）

に
い
が
た
文
学
の
集
い

　

第
１
部
で
は「
に
い
が
た

市
民
文
学
」の
表
彰
式
を
行

い
ま
す
。
第
２
部
で
は
、
作

家
で
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
荒

俣
宏
さ
ん
＝
写
真
＝
の
講
演

会
を
行
い
ま
す
。「
創
作
の

イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
」と

題
し
て
語
っ
て
も
ら
い
ま

す
。

日
時　

11
月
23
日（
祝
）午
後

１
時
半
〜
４
時

会
場　

市
民
プ
ラ
ザ（
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｔ
21
・
６
階
）

定
員　

３
５
０
人

い
が
た
文
学
の
集

い
が
た
文
学
の
集

記
入
し
、
〒
９
５
１
・
８
５

５
０
、
文
化
政
策
課「
文
学

の
集
い
」係（
☎
０
２
５
･
２

２
６
･
２
５
６
３
）へ

※
応
募
多
数
の
場
合
抽
選

希望日・集合場所、参加者全員（３人まで）
の住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号
を記入し、広聴課（☎025-226-2098）へ　
※市ホームページからも申し込み可。応
募は１組１通まで。応募多数の場合抽選。
返信用はがきにも住所と氏名を記入。必
要事項漏れは無効。筆記用具、昼食が必要

リ
ー
で
展
示
し
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
の
入
賞
者
は
次

の
通
り
で
す（
敬
称
略
）。

優
秀
賞　

安
中
舞（
新
飯
田

小
５
年
）、
堀
江
洸
平（
矢
代

田
小
５
年
）

入
選　

阿
部
未
優（
真
砂
小

５
年
）、
滝
澤
星
凛（
大
野
小

２
年
）、
八
幡
優
月（
葛
塚
小

１
年
）

※
最
優
秀
賞
と
優
秀
賞
の
各

作
品
は
、
春
・
秋
の
火
災
予

防
運
動
の
防
火
ポ
ス
タ
ー
と

し
て
使
用
し
ま
す

□問
消
防
局
予
防
課（
☎
０
２

５
・
２
２
３
・
９
２
３
３
）

　

火
災
予
防
に
対
す
る
意
識

を
早
く
か
ら
身
に
付
け
て
も

ら
お
う
と
、
市
内
の
小
学
生

か
ら
募
集
し
た
防
火
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
者

が
決
定
し
ま
し
た
。

　

13
校
41
点
の
応
募
作
品
の

中
か
ら
、
亀
田
西
小
学
校
６

年
生
の
本
田
杏
莉
さ
ん
の
作

品
＝
写
真
＝
が
最
優
秀
賞
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

応
募
作
品
は
、

11
月
５
日
金
曜
か

ら
15
日
月
曜
ま
で

市
民
プ
ラ
ザ（
Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
・
６
階
）

の
ミ
ニ
ギ
ャ
ラ

　日本の医療の現況や地域医療の仕組み、地域医療連
携による患者のメリットなどを学び、知識を深めます。
　参加者には、意見や提言などをまとめてもらい、後
日レポートを寄せてもらいます。
日時　11月９日（火）・11日（木）午前９時～午後４時
定員　各日30人
集合場所　市役所第１分館、新潟駅南口貸切バス乗
り場
見学コース　総合保健医療センター（市民病院医師に
よる講義、施設見学）～新潟ふるさと村（昼食）～救急
ステーション
□申11月１日月曜（必着）までに往復はがき（〒951-8550）
またはメール（kocho@city.niigata.lg.jp）にテーマ名、

郷
土
料
理
を
提
供　
　

  

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン

　

地
元
の
農
家
が
作
っ
た
料

理
を
提
供
す
る「
農
家
レ
ス

ト
ラ
ン
」が
開
設
さ
れ
ま
す
。

１
日
40
食
限
定
で
、
試
食
会

で
提
供
さ
れ
る
郷
土
料
理
な

ど
、
ふ
る
さ
と
の
味
を
楽
し

め
ま
す
。

期
間　

11
月
17
日
〜
12
月
８

日
の
毎
週
水
曜
午
前
11
時
半

〜
午
後
２
時

会
場　

ピ
ュ
ア
カ
ー
サ（
西

区
善
久
７
６
０
、
㈱
ナ
レ
ッ

ジ
ラ
イ
フ
黒
埼
展
示
場
内
）

料
理
を
提
供

料
理
を
提
供

農
家
レ
ス
ト
ラ

農
家
レ
ス
ト
ラ

郷
土
料
理
を
味
わ
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
時　

11
月
３
日（
祝
）午
前

11
時
〜
午
後
３
時

会
場　

ふ
る
さ
と
越
後
の
家

（
新
潟
ふ
る
さ
と
村 

庭
園
内
）

定
員　

先
着
１
０
０
人

参
加
費　

１
０
０
０
円

□申
当
日
直
接
会
場

□問
に
い
が
た
農
村
地
域
生

活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議（
新

潟
地
域
振
興
局
新
潟
普
及
指

導
セ
ン
タ
ー
内
☎
０
２
５
・

２
３
１
・
８
２
０
１
）、
健

康
衛
生
課（
☎
０
２
５
・
２

１
２
・
８
１
６
６
）

い
、
減
塩
に
こ
だ
わ
っ
て

作
っ
た
郷
土
料
理
の
試
食
会

を
行
い
ま
す
。

　

メ
ニ
ュ
ー
は
、
レ
ン
コ
ン

ハ
ン
バ
ー
グ
や
け
ん
さ
焼

き
、
か
き
あ
え
な
ま
す
、
茶

豆
ず
ん
だ
の
中
華
ま
ん
な
ど

14
品
。
参
加
者
に
は
減
塩
料

理
レ
シ
ピ
集
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
健
康
的
な

　

地
元
農
家
が
自
分
の
畑
で

取
れ
た
野
菜
や
果
物
を
使

□申
11
月
５
日
金
曜（
必
着
）

ま
で
に
往
復
は
が
き
に
希
望

人
数（
１
枚
に
つ
き
２
人
ま

で
）、
代
表
者
の
郵
便
番
号
・

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を

　
「
に
い
が
た
市
民
文
学
」の

入
賞
・
入
選
作
品
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　

こ
と
し
は
一
般
の
部
に
加

え
、
18
歳
以
下
を
対
象
と
し

た
青
春
の
部
を
新
設
。
８
部

門
に
計
６
８
４
点
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

一
般
の
部
で
は
文
学
賞
８

点
、
奨
励
賞
15
点
、
佳
作
33

点
が
、
青
春
の
部
で
は
、
青

春
大
賞
、
青
春
奨
励
賞
、
佳

作
そ
れ
ぞ
れ
５
点
が
選
ば
れ

動く市政教室
上手な医者のかかり方

地
産
野
菜
や
果
物
を
使
っ
た

減
塩
郷
土
料
理
の
試
食
会

防火ポスターコンクール

入賞作品決定

にいがた市民文学
入賞・入選作品決定

　
「
新
潟
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
型
健
康
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
協
議
会
」の
初
会
合
を
10
月
13
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
三
条
・
見
附
・
本
市
の
３
市
で
連
携
し
、
市

民
の
健
康
寿
命
の
延
伸
を
図
ろ
う
と
行
う
も
の
。
筑
波
大

学
の
研
究
成
果
に
基
づ
く
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
個

別
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
健
康

づ
く
り
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
社
会
技
術
の
構
築
を
目
指

し
、来
年
３
月
末
ま
で
に
報
告
書
を
ま
と
め
る
予
定
で
す
。

　

委
員
は
３
市
の
市
長
、

有
識
者
、
市
民
の
代
表
の

８
人
で
構
成
。
会
長
に
は

篠
田
市
長
が
選
任
さ
れ

「
目
前
に
迫
っ
た
超
高
齢

社
会
で
は
、
健
康
な
お
年

寄
り
か
ら
地
域
の
安
心
・

安
全
に
力
を
貸
し
て
い
た

だ
け
る
か
が
重
要
。
健
康

な
人
を
増
や
す
と
い
う
意

味
で
も
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
期
待
を
し
て
い
る
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　戦没者の遺族らに対する特別弔慰金の請求を受
け付けています。請求書などは受付窓口にありま
す。詳しくは、問い合わせてください。
対象者　公務扶助料や遺族年金などの受給者が平
成17年４月１日から21年３月31日に亡くなるな
どし、21年４月１日時点で、同年金などの受給権
者がいない、戦没者らの死亡当時の遺族１人。下
記の１～５の順で受給権が発生
１．弔慰金の受給権者
２．戦没者などの子
３．戦没者などと生計関係があり、かつ姓が同じ
①父母②孫③祖父母④兄弟姉妹
４．３以外の①父母②孫③祖父母④兄弟姉妹
５．１～４以外で、戦没者らの死亡時まで１年以
上生計関係があった３親等内の親族
支給内容　額面24万円（６年償還の記名国債）
請求期間　平成24年４月２日まで
受付窓口　東・中央区役所…保護課 ▽それ以外の
区役所…健康福祉課
□問福祉総務課（☎025-226-1173）、上記の受付窓口

健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に

３
市
が
連
携　

協
議
会
を
初
会
合

戦没者遺族らに
特　別　弔　慰　金

携帯電話での
申し込みは
こちらから

　戦後、シベリアに強制抑留された人に対する特別
給付金の請求受け付けが、あす25日から始まります。
　特別慰労品を受けたことがある人には、独立行
政法人平和祈念事業特別基金から請求書類が送ら
れますが、それ以外の人は問い合わせてください。
対象　戦後強制抑留者で平成22年６月16日現在、
日本国籍がある存命の人
請求期間　あす25日～平成24年３月31日
□問同基金（☎0570-059-204、PHS・IP電話からは☎
03-5860-2748）、福祉総務課（☎025-226-1173）

　県内で、毒キノコによる食中毒が発生していま
す。食用と判断できないキノコは絶対に食べない
でください。
　キノコ鑑定を行っています。食用か判断に迷う
場合は相談してください。
□問食品・環境衛生課（☎025-212-8226）、南食品環
境センター（☎025-372-6181）

戦後強制抑留者に特別給付金
あす25日から請求受け付け

食中毒発生　毒キノコに注意

レンコンハンバーグ


